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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年4月7日(2016.4.7)

【公開番号】特開2015-49296(P2015-49296A)
【公開日】平成27年3月16日(2015.3.16)
【年通号数】公開・登録公報2015-017
【出願番号】特願2013-179616(P2013-179616)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ   7/00     (2014.01)
   Ｇ０３Ｂ   9/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/238    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ    7/00     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ    9/00     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/238    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月17日(2016.2.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像装置による露光中に、第１の絞り位置と前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り
位置との間で開口絞りを可変制御する絞り制御部を備え、
　前記絞り制御部は、前記撮像装置において連写撮影を行う際に、１コマごとに前記開口
絞りの絞り位置の状態を、第１の変化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を
行い、
　前記第１の変化状態では、露光開始時の絞り位置を前記第１の絞り位置にすると共に、
露光終了時の絞り位置を前記第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、露光開始時の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、
露光終了時の絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　露出制御装置。
【請求項２】
　前記絞り制御部は、前記連写撮影を行う前に、前記開口絞りの現在の絞り位置が、前記
第１の絞り位置と前記第２の絞り位置とのいずれに近いかを判断し、その判断結果に応じ
て、前記連写撮影を行う際の最初の１コマ目の絞り位置の状態が、前記第１の変化状態と
前記第２の変化状態とのいずれかとなるように制御する
　請求項１に記載の露出制御装置。
【請求項３】
　前記絞り制御部は、前記連写撮影を行う前の前記現在の絞り位置が、前記第１の絞り位
置に近い場合には、前記１コマ目の絞り位置の状態が前記第１の変化状態となるように制
御し、前記第２の絞り位置に近い場合には、前記１コマ目の絞り位置の状態が前記第２の
変化状態となるように制御する
　請求項２に記載の露出制御装置。
【請求項４】
　前記絞り制御部は、前記撮像装置におけるコマ間のシャッタチャージ動作に合わせて、
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前記開口絞りに対して、前記開口絞りの絞り位置を変化させるための予備動作を行わせる
　請求項１ないし３のいずれか１項に記載の露出制御装置。
【請求項５】
　撮像装置による露光中に、第１の絞り位置と前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り
位置との間で開口絞りを可変制御する絞り制御部を備え、
　前記絞り制御部は、前記撮像装置における１回の露光区間内で、前記開口絞りの絞り位
置の状態を、第１の変化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を少なくとも１
回行い、
　前記第１の変化状態では、初期の絞り位置を前記第１の絞り位置にすると共に、終期の
絞り位置を前記第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、初期の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、終期の
絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　露出制御装置。
【請求項６】
　撮像装置において連写撮影を行う際に、絞り制御部が、１コマごとに開口絞りの絞り位
置の状態を、第１の変化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を行い、
　前記第１の変化状態では、露光開始時の絞り位置を第１の絞り位置にすると共に、露光
終了時の絞り位置を、前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、露光開始時の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、
露光終了時の絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　露出制御方法。
【請求項７】
　撮像装置における１回の露光区間内で、絞り制御部が、開口絞りの絞り位置の状態を、
第１の変化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を少なくとも１回行い、
　前記第１の変化状態では、初期の絞り位置を第１の絞り位置にすると共に、終期の絞り
位置を、前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、初期の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、終期の
絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　露出制御方法。
【請求項８】
　露光中に、第１の絞り位置と前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り位置との間で開
口絞りを可変制御する絞り制御部を備え、
　前記絞り制御部は、連写撮影を行う際に、１コマごとに前記開口絞りの絞り位置の状態
を、第１の変化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を行い、
　前記第１の変化状態では、露光開始時の絞り位置を前記第１の絞り位置にすると共に、
露光終了時の絞り位置を前記第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、露光開始時の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、
露光終了時の絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　撮像装置。
【請求項９】
　露光中に、第１の絞り位置と前記第１の絞り位置とは異なる第２の絞り位置との間で開
口絞りを可変制御する絞り制御部を備え、
　前記絞り制御部は、１回の露光区間内で、前記開口絞りの絞り位置の状態を、第１の変
化状態と第２の変化状態とに交互に変化させる制御を少なくとも１回行い、
　前記第１の変化状態では、初期の絞り位置を前記第１の絞り位置にすると共に、終期の
絞り位置を前記第２の絞り位置へと変化させ、
　前記第２の変化状態では、初期の絞り位置を前記第２の絞り位置にすると共に、終期の
絞り位置を前記第１の絞り位置へと変化させる
　撮像装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　制御部１７は、撮像制御部６１と、発光制御部６２と、本発光量演算部６３と、記録制
御部６４と、移動量検知部６５とを有している。撮像部１１は、レンズ部４０と、撮像素
子４４と、シャッタ４５とを有している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　撮像制御部６１は、操作部１８からの操作信号に基づいて制御部１７の各部に制御動作
を実行させたり、撮像部１１に各部の駆動制御を実行させる。発光制御部６２および本発
光量演算部６３は、ストロボ２２の発光制御を行うものである。記録制御部６４は、記録
デバイス１５への画像データの記録に関する制御を行うものである。移動量検知部６５は
、フォーカス調整やズーミングのために移動するレンズ部４０の移動量などを検知するも
のである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
［１．２　動作］
（撮像装置全体の動作）
　図１に示した撮像装置１において、レンズ部４０に入射した被写体からの光は撮像素子
４４の撮像面上に結像する。撮像素子４４によって光から変換された電気信号は、Ａ／Ｄ
変換部１２および検波部１３を介して画像信号として画像処理部１４に入力される。画像
処理部１４は、画像信号に階調や色調の調節、ノイズ低減処理、およびサイズ変換などの
処理を行った上でＪＰＥＧに代表されるような圧縮画像ファイルに変換した後、記録デバ
イス１５に画像データとして保存する。また、画像処理部１４から出力された画像データ
は、図示しない表示処理部で操作アイコンや撮影情報などと合成された上で表示部１６上
に表示される。また、撮像制御部６１が、操作部１８にあるレリーズボタンや操作スイッ
チなどによるユーザ操作に応じて適宜、必要な指示信号を撮像部１１、発光制御部６２、
および記録制御部６４等に出力する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　また、各判断ステップで用いる情報の求め方の代表例を挙げる。判断ステップＳ４１で
参照する被写体と背景との距離については、プリ発光、像面位相差画素、レンズ距離情報
等に基づいて求めることができる。判断ステップＳ４３で参照する被写体の奥行きについ
ては、プリ発光、像面位相差画素等に基づいて求めることができる。判断ステップＳ４５
で参照する被写体の移動量については、像面位相差画素、レンズ情報、被写体認識情報、
色情報、エッジ情報、動きベクトル等に基づいて求めることができる。プリ発光は撮影用



(4) JP 2015-49296 A5 2016.4.7

発光量を算出するための事前発光である。像面位相差画素は、撮像素子４４に位相差ＡＦ
用に設けられた画素である。また、距離の検出手法の違いによるメリットおよびデメリッ
トを［表２］にまとめて示す。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　１…撮像装置、１１…撮像部、１２…Ａ／Ｄ変換部、１３…検波部、１４…画像処理部
、１５…記録デバイス、１６…表示部、１７…制御部、１８…操作部、１９…ＥＥＰＲＯ
Ｍ、２０…プログラムＲＯＭ、２１…ＲＡＭ、２２…ストロボ、３０…ボディマイコン、
３１…Ｉ／Ｆコントローラ、３２…露出コントローラ、３３…シャッタコントローラ、４
０…レンズ部、４１…レンズ、４２…開口絞り、４３…レンズ、４４…撮像素子、４５…
シャッタ、４６…先幕、４７…後幕、５０…レンズマイコン、５１…Ｉ／Ｆコントローラ
、５２…絞りコントローラ、６１…撮像制御部、６２…発光制御部、６３…本発光量演算
部、６４…記録制御部、６５…移動量検知部、７１…絞り駆動モータ、７２…シャッタ駆
動モータ、Ｔａ…露光開始タイミング。
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